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１．はじめに 
本研究は，様々な児童の特性に対応・活用で
きる教育実践力の育成のため，インクルーシブ
教育の理念を踏まえながら異なる教科・領域の
教員同士が相互に連携し高め合える研修方法を
構築し，実践することを目的としている。その
内，本稿で取り上げる授業開発研修は，教育改
革におけるインクルーシブ教育システムや授業
のユニバーサルデザインとは異なり，特別支援
学級と通常学級の教員が互いの専門性を生かし
授業開発等を行うことで，最終的に自学級の児
童把握や授業開発・実践力の向上につなげてい
く研修である。 
昨年度は，教員のインクルーシブ教育研修の
枠組みの１つとして，特別支援学級と通常学級
の教員の連携による具体的な研修課程モデルを
構築し，校内授業開発研修で行う授業開発類型
の一部を試験的に実施した１）。 
２年目の今年度は，その成果と課題から得た
知見を基に，実際に授業開発研修を行い，具体
的段階における実践を通して，研修の有効性を
明らかにしていく。  
本年度の研究計画は，以下の通りである。 
(1)研究の目的 
特別支援学級と通常学級の教員の双方が異学
年学級編成の集団で授業を行い，その授業に至
るまでの連携と実践・協議から知見を得る。 
(2)研究方法 
①本研究を校内研修に位置づけ，年間の教育活
動で実施可能且つ有効な取り組みとなるよう，  
小グループの授業開発研修として具体を示す。 
②研修課程の第一段階として「通常担－特支児
型」「特支担－通常児型」の研修を行う。 
③研修課程の第一段階における授業開発・実
践・協議内容を踏まえて分析・検討する。 
 
２．研修課程モデル（第１段階）実施に向けて 
(1)昨年度の成果と課題による研修過程モデル
の改善 
本研究で構築した「インクルーシブ授業開発
研修課程」では，学校という共生社会の中で児
童間だけでなく，教員間の共生関係も育みなが
ら，通常学級と特別支援学級の教員が互いに専
門性を生かし，３つの段階を通して授業の開
発・実践・協議を行っていく（図１）。 
 
図１．インクルーシブ授業開発研修課程 
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段階 授業類型
第一段階 「通常担－特支児型」 「特支担－通常児型」
第二段階 「通常担－交流児型」 「特支担－交流児型」
第三段階 「通常担－通常児型」 「特支担－特支児型」
昨年度の取り組みでは，通常学級担当の教員
が特別支援学級の児童に対して行う第一段階の
授業（「通常担－特支児型」）と，特別支援学級・
通常学級の児童を交えて行う第二段階の授業
（「通常担－交流児型」）の２授業を行った。 
いずれも，通常学級の教員が特別支援学級の
教員と連携を取りながら，児童の学習段階や特
性はもちろん，生育歴や家族構成，趣味に至る
まで児童把握に努め，個々の特性に対応しなが
ら教科の専門性を生かした，授業を展開するこ
とができた。実施後の聞き取り調査において，
授業実施教員における児童の個別教育ニーズの
見方が育まれる効果が見られた。 
しかしながら，連携した特別支援学級担任に
関しては，通常学級教員の専門教科に関する知
見は得られたものの，授業実践力の高まりとい
う観点では，顕著なものと言えなかった。これ
は今回２実践とも，通常学級の教員が「授業実
践者」であったことが影響したものと考えられ
る。互いが協力し連携しながら授業開発をした
としても，やはり実際に児童と対峙して授業を
行った教員の方が，実践力が高まるのは当然の
ことと言えよう。教員のモチベーションに関し
ても，調査は行っていないが，同様の結果が得
られるものと推測される。 
また，昨年度行った授業開発・実践では，試
験的な実施ということもあり，特別支援学級担
当教員１名と通常学級担当教員１名の２名が
チームを組み，合計２組４名による授業開発研
修に止まっている。本研究を個々の取り組みで
はなく，校内授業研修に高めていくためには，
やはり他の教員にも還元されるシステムを構築
していく必要がある。 
そこで，昨年度の成果と課題を踏まえ，「イン
クルーシブ授業開発研修課程」の内容を以下の
ように修正・改善すると共に，具体的な研修方
法について明らかにすることとした。 
第１に，「インクルーシブ授業開発研修課程」
の内容に関しては，特別支援学級担当と通常学
級担当の教員が連携し，授業開発・実践・協議
することには変わりないものの，互いが授業者
として児童に対し授業実践できるようにするこ
ととした。 
異学級編成の児童に対して授業を行う第一段
階では「通常担－特支児型」と「特支担－通常
児型」の２授業，複数学級編成の児童に対して
行う第二段階では，「通常担－交流児型」や「特
支担－交流児型」の２授業，自学級の児童に行
う第三段階では「通常担－通常児型」や「特支
担－特支児型」の２授業を行う（表１）。こうす
ることで，連携した教員同士の授業実践力を高
めていく。  
 
表１．インクルーシブ授業開発研修の授業類型  
 
第２に，本研究を校内授業研修として実施し
ていくための具体として，各学年部単位で行う
授業研修（学年部授業研）に位置付けて行うこ
ととした。 
学年部授業研とは，発達段階に応じて低・中・
高学年の３つのグループに分かれ授業研究を行
い協議することを通して，教師の力量を高めて
いこうとする研修である。学年部授業研にイン
クルーシブの要素を加えることは，学校の教育
目標である共生社会の実現に向けた取り組みを
広げ深めていく上でも意義がある。本研修の授
業及び協議の方法を図２に示す。 
 
図２．「インクルーシブ学年別授業研」の内容 
 
 学年部単位の授業研修とした理由には，大き
く３つある。1)本研究における授業開発・実践
１）授業チームの決定（４月） 
 ○学年部会の時間で授業者２名を決める。 
  ・単複式担当教員⇒特支学級 
  ・特支担当教員⇒単複式学級   
２）授業開発（４～６月） 
  ○授業者と担当学級担任で進める。  
  ・児童把握・教材研究・指導案作成 
  ＊３日前⇒管理職･学年部へ配布 
３）授業実践・学年部協議会（６月） 
 ○授業と協議会は同日で行う。 
  ・授業実践：各学年部で時間設定 
  ・座談会各学年部 (１時間程度)  
  ＊学年部で話し合った内容を記録・配布 
４）インクルーシブ座談会（各学期末） 
  ○学年部で場所を設定し，１学期間の取り組
みを報告，相談，情報の共有等を図る。
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【授業チーム】 
【協議チーム】 
通常担 特支担
授業協議 
特支担 通常担 
する機会を増やすことができる点，2)小集団と
することで弾力的に授業・協議会の時間を設定
でき，協議会の発言機会を増やすことができる
点，3)日常の学校生活において一緒に活動する
機会が多いため，児童の実態や様子を他の学年
部の児童よりも把握している点，である。 
1)に関しては，授業チームの２名だけに授業
開発させるのではなく，学年部全教員で協議し
ながら授業開発する方がよいという考え方もあ
ろう。しかし，それでは全員がそろって話し合
うための時間設定がしづらく，教材研究や児童
実態を把握するための吟味・検討も十分できな
い可能性もある。「授業チーム」として授業提案
する形式の方が，授業を行う者同士が対等な立
場で連携しやすく，思い切った提案も可能とな
ろう。協議会を通して，授業チームでない教員
からの新鮮かつ多様な知見を得られ，２度の授
業開発研修を通して得られる学びも大きい。  
2)に関しては，少人数であり日頃から話し合
う機会の多い学年部の方が，忌憚のない意見も
得られ活発な議論が可能となる。また，内容を
記録して全教員に配布すれば，各学年部の研修
内容を全教員が把握することも可能となる。さ
らに，学期末ごとに協議会を行うことで，学年
部で行った１学期間の成果を踏まえながら，そ
の後の期間で研修内容を振り返ったり，研修内
容を生かした活動を報告・相談したりする機会
も得られると考えた。 
3)に関しては，その時々の各児童実態や発達
段階を踏まえた有意義な協議を可能とする上で
有効と考えた。 
 
(2)インクルーシブ学年部授業研としての授業
開発研修第一段階における具体的な内容 
本研究で構築した「インクルーシブ授業開発
研修課程」を踏まえ，インクルーシブ学年部授
業研の第１段階では，特別支援学級・通常学級
の教員が「授業チーム」として異なる学級編成
の児童に対する授業（「通常担－特支児型」と「特
支担－通常児型」）を提案する。  
「授業チーム」では，教員同士の連携を通し
て，各教員の専門性を生かした異学級編成での
授業づくりの見方・考え方を育むことをねらう
（図３上の矢印）。 
他方，学年部の他の教員は，「授業チーム」の
提案に対して「協議チーム」としてそれぞれの
教員が連携しながら，各自の教科の専門性や児
童のとらえ方，教師としての価値観や哲学を踏
まえ，協議を行う（図３下の矢印）。 
学年部で「授業チーム」「協議チーム」と分け
てはいるものの，授業協議では互いのチームが
連携しながら，「授業チーム」の提案に対して学
年部全員で協議を行っていく。つまり，「授業
チーム」「協議チーム」「学年部全体」の３つの
教員連携を基に，研修を行う（図３）。 
 
図３．インクルーシブ学年部授業研の教員連携    
 
本研修を通して，「授業チーム」「協議チーム」
にかかわらず通常学級担当教員は，特別支援教
育での専門性である「個別の実態に応じた対応」
という観点が研修における大きな学びの柱とな
ろう。特別支援学級の一人ひとりの児童実態を
把握し，それらの興味・関心は何か，扱う教材
に関連する内容について各児童が何を知ってい
て，どこまで認識し表現できるか考えながら，
授業開発・実践・協議をしていくことは，様々
な特性を有する自学級の児童支援に有効に働く。  
他方，特別支援学級担当教員には，通常学級
担当教員のもつ教科の専門性の観点が大きな学
びの柱となろう。教科の特性に応じて育まれる
知識も異なり，それを指導するための理論や方
法も多岐にわたる。内容についても十分な議論
が行われ，児童の発達段階に応じた系統的な指
導が行われており，各児童で認識の段階や表現
の仕方が異なる特別支援学級の教科指導に生か
せる部分は大いにある。このような教科の専門
性を，特別支援学級の教員はどのぐらい踏み込
んで認識しているのでろうか。知的障害児教育
では，「教科・領域を合わせた指導」が教育課程
の中に位置づいている。各児童の実態に合わせ，
教科の専門性を踏まえた教科・領域における児
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童への支援の質を高めることで，高い教育的効
果が得られ，児童の成長につなげることができ
ると考えられる。 
 今年度は，紙幅の関係上，低学年部で行われ
たインクルーシブ学年別授業研に焦点を当て，
２つの授業の開発，実践，協議に関する具体を
基に，研修の有効性について検討していく。た
だし，低学年部の授業協議に関しては，学年部
全教員の集まる時間設定が難しかった都合上，
「通常担－特支児型」と「特支担－通常児型」
の授業実践後，別日に２つの授業実践を踏まえ
た授業協議会を１度行う形式とした。 
 
３．低学年でのインクルーシブ学年部授業研 
(1)「通常担－特支児型」授業研修 
①「通常担－特支児型」の授業開発 
特別支援学級で図工の授業を行うにあたって，
自分でつくった作品で，遊ぶ活動を行うことで，
ものづくりの楽しさを味わうことができる「つ
くってあそぼう～へびくん，おどるかな」の授
業を構想した。本題材「つくってあそぼう～へ
びくん，おどるかな～」は，紙コップとモール
と筒を使った工作である。声を出すことによっ
て紙コップが振動し，その振動がモールに伝わ
り，モールが動き出すしくみになっている。そ
のため，声の大きさや高低を楽しみながら発声
したり，声の振動で動くモールの動き方にも変
化があり，目で見たり，音で聴いたりして楽し
むことができ作品である。  
この活動を構想したのは，特別支援学級の児
童が通常学級の教室にやってきて，置いてあっ
たおもちゃに興味を示し遊んでいた様子からで
ある。授業を行うに当たり，特別支援学級の教
員と協議を行い，次の点を踏まえることとした。 
児童の実態については，視覚的に支援した方
が理解できる児童，聴覚的に敏感な児童，手先
が器用でない児童，集中が短く見通しをもちに
くい児童と，実態も様々である。そのことから，
目，耳，声に加え，手を動かすことをきっかけ
に活動に対する関心を引き出すことで，ものづ
くりに挑戦したり，不思議な感覚を覚えたり，
遊ぶことを楽しんだりできると考えた。  
授業の実践にあたり，全１時間での授業を構
想したが，児童の実態から２時間実施すること
にした。実態がさまざまであることから，授業
の見通しをもつことや作る作品のイメージを具
体化するための時間が必要であることも，授業
構想の協議からわかった。作品づくりの過程と
しては，①紙コップに指で穴をあける，②声の
振動を伝えるための筒づくり，③声の振動を感
じて動きやすいモールの作成，となる。作品づ
くりの過程にも，児童の実態を考慮する必要が
ある。個別の実態に応じて，指先の使い方や力
の入れ具合，穴の大きさや形を意識する点など
を考慮した。また，自分の作品という児童の思
いをより強くもてるように，できる限り自分で
つくることを想定して授業を行うことにした。  
 特別支援学級の児童は，１年生男児２名（以
下①児，②児）女児１名（以下③児），２年生男
児１名（以下④児）女児２名（以下⑤児，⑥児）
の計６名で構成される。各児童の詳細な実態は
表３に示す。  
指導にあたり，まず，第１時では活動を見通
すために，サンプルで遊んで作るもののイメー
ジをもつことができるようにする。目で情報を
捉えることを得意とする児童には，声の振動を
モールの動きに反映させることで，言葉を見え
るものにし，活動への関心を引き出す。また，
耳で情報を捉えることを得意とする児童に対し
ては，筒を使っていろいろな声を発することを
楽しむ中で，活動への関心を引き出す。手立て
を講じれば主体的に活動できる児童に対しては，
提示の仕方や材料を工夫し意欲を喚起する。次
に，第２時では作り方を確かめ，段階を追いな
がら工作をする。材料・用具の扱い方には個人
差が見られるため，筒を通す穴を開けたり筒を
丸めたりする際の支援を工夫する。なお，第１
時・第２時を通して，発話する言葉として馴染
のあるお話の「ブー，ブー」の音声をきっかけ
に色々な声を試すことができるようにする。
モールがよく動く楽しい活動にするために，紙
コップに振動が伝わりやすい有声音，特に，筒
を口にくわえたままでも発話しやすいオ列・ウ
列・ア列が多く含まれる歌や言葉を紹介する。
②「通常担－特支児型」の授業実践 
a.指導目標 
１ モールの動きに興味をもったり声を出すこ
とを楽しんだりすることができる。  
２ 紙コップに筒を付けたりモールでへびのよ
うな形を作ったりすることができる。  
ｂ.指導計画（全２時間） 
・へびくんとあそうぼう・・・・・・・１時間 
・じぶんの「へびくん，おどるかな」とつくっ
てみよう・・・・・・・・・・・・・１時間 
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表３ 特別支援学級児童実態・目標行動 
児童 実態 目標行動 
① 
・活動によっては，視覚的な支援により，興味関心を
もって取り組むことができる。鉛筆削り器の仕組み
に興味をもっている。 
・活動に興味をもつことができる。 
・声を出し，へびを動かすことができる。 
② 
・活動を見守って支援することで，細かい活動に挑戦
することができる。笑顔で活動に臨む。 
・口に筒をくわえて声を出すことができる。 
・筒を箱に挿したりモールを形作ったりすることに挑戦するこ
とができる。 
③ 
・言葉がけによるスモールステップの支援で，指示を
理解することができる。教師の笛に興味をもって吹
こうとしたことがある。 
・口に筒をくわえて声を出すことができる。 
・ペアの活動から学び，指で穴を開けたりモールを形作ったり
することができる。 
④ 
・言葉がけによる支援で，指示を理解することができ
る。支援によって，手先を使った作業に取り組むこ
とができる。 
・口に筒をくわえて声を出すことができる。 
・指で穴を開けたり箱に筒を挿したりすることができる。友達
に教えることができる。 
⑤ 
・言葉がけによる支援で，意欲的に発言することがで
きる。周りの状況を読み取って活動しようとする。
・声を出せばモールが動くことに気づくことができる。 
・工作の順番が分かり，友達を助けて活動することができる。
⑥ 
・アイコンタクトで指示を理解することができる。校
内を回ってあいさつをすることを頑張っている。 
・声を出せばモールが動く，やめれば止まることに気づくこと
ができる。 
・工作の順番が分かり，友達を助けて活動することができる。
 
c.１時間目の目標と学習展開 
 声を出すとモールが動くことがわかり，サンプルの作品で楽しむことができる。 
【学習展開】 
学習活動 
目標行動（○）・及び支援（・） 
①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  
１ はじめのあいさつを
する。（５分） 
２ 「へびくん，おどる
かな」のサンプル作品
で遊ぶ。（20 分） 
 
３ 活動の意欲を示し本
時の見通しをもつ。 
・材料を確認する。 
・掲示資料で工作の順番
を確かめる。（20 分） 
・活動のはじまりを意識できるようにするために姿勢を整える言葉がけをする。（T１） 
○遊ぶ活動に興味をもつことができる。 
・モールのへびがおどる様子を見せる。（T１，T２） 
・声によるへびの動きに
注目できるよう言葉が
けをする。（T１，T２）
・筒を口にくわえ息を吹いた
り声を出したりできるよ
う，言葉がけをする。（T１）
・「おはよう」など，声を出せばモー
ルが動くことに気づくことができ
るよう，言葉がけをする。（T１）
○工作への意欲をもち，工作の順番を知る。 
・遊んだ後の気づきを聞いたり作ってみたいか尋ねたりする。（T１） 
・掲示資料を示しながら，使っている材料を確認し，工作への見通しをもつことができるように
する。（T１） 
 
d.２時間目の目標と学習展開 
紙コップに筒を付けたりモールでへびのような形を作ったりすることができる。 
【学習展開】 
学習活動 
目標行動（○）・及び支援（・） 
①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  
１ あいさつをする。 ○紙コップに筒を付けたりモールでへびのような形を作ったりすることができる。 
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２ 作り方を確かめ，
工作をする。 
・コップに穴を開け
る。 
・筒を作り，テープで
仮止めをする。 
・筒を穴に通す。 
・モールをへびのよう
に形作る。（20 分） 
 
 
 
 
 
 
 
３  逆 さ に し た 紙
コップの平面にモー
ルを乗せ，声を響かせ
て遊ぶ。（５分） 
 
 
４ 本時の感想を発
表する。（８分） 
５ おわりのあいさ
つをする。（10 分） 
・片付ける。 
○穴を開けた
り，モールでへ
びを形作った
りすることが
できる。 
・指を入れて筒
穴を広げるよ
う見せて示す。
モールを指に
巻いたり指先
で整えたりで
きるよう言葉
がけをする。（T
２） 
○穴を開け
たり，筒を差
し込んだり，
モールを形
作ったりす
ることがで
きる。 
・友達の活動
を見て順番
を思い出し，
自分で挑戦
できるよう
言葉がけを
する。（T１）
○鉛筆や指
で穴を開け
たり，モー
ルを形作っ
たりするこ
と が で き
る。 
・友達の活
動を見て順
番を思い出
すよう言葉
が け を す
る。 
（T１） 
○鉛筆や指で穴
を開けたり，筒
を作ったり，筒
を差し込んだり
できる。 
・工作の順番を
掲示資料で確か
めるよう言葉が
けをする。 
（T１） 
・友達の作業を
手伝うよう励ま
す。 
（T１） 
○全ての作
業を自分で
できる。 
・工作の順番
を掲示資料
で確かめる
よう言葉が
けをする。 
（T１） 
○全ての作業
を自分ででき
る。 
・工作の順番
を掲示資料で
確かめるよう
言葉がけをし
たり，アイコ
ン タ ク ト を
と っ た り す
る。 
（T１） 
○友達を助けて活動する。 
・友達を助ける姿が見られた
ら，さらに励ます。（T１） 
・作業が難しい部分は材料を支えるなど支援をする。（T１，T２） 
○「ブーブーブー」などの声を
発して遊ぶ。 
・繰り返す言葉をヒントとして
示す。（T１，T２） 
○口に筒をくわえ，声を出して
遊ぶ。 
・喋る時の言葉や「ブーブー
ブー」などの言葉でも良いと
気付くよう言葉がけをする。
（T１） 
○声を出せばモールが動く，
やめれば止まることに気づ
くことができる。 
・色々と試していたらその姿
を励まし，遊び方を広める。
（T１） 
・達成感を味わうことができるように，一人ずつ頑張ったところを具体的な言葉がけと拍手で評
価する。（T１，T２） 
・協力して片付けられるよう，１・２年生のペアで助け合うよう言葉がけをする。（作品の提出・
用具の返却・ゴミの処理・机の移動）（T１，T２） 
・活動の終わりを意識できるよう，着席後，姿勢を整えている児童を評価する。（T１，T２） 
 
(2) 「特支担－通常児型」授業研修 
 
①「特支担－通常児型」の授業開発 
特別支援学級（低学年１，２年生）の担任が
２年生１組（男子 15 人，女子 15 人）で，算数
科単元「たし算のひっ算」の授業を行うことし
た。１単元の中で１時間を扱うことにしたため，
授業を行うにあたり，①学級で行われている授
業の指導方法や流れの把握（学級担との協議），
②本単元における既習の内容や，本単元につな
がるこれまでの学習内容の把握（学級担との協
議），③「たし算のひっ算」の学習のポイント（算
数科との協議）を事前に行った。算数科で授業
を実践する場合，教科書を基に学級担が授業を
進めていくため，本時の授業に向けて，前時の
学習を事前に観察を行い，その流れに合わせて
授業を行うことにした。 
「たし算のひっ算」の単元における本時の学
習は，たし算のきまりに着目して３口の加法で
は，前の２口をたしても後ろの２口を先にたし
ても答えは同じになることに気づくことが学習
内容となる。前時では被加数と加数を入れ替え
てたしても答えは同じになることを学習してい
た。３口の加法は前の２口をたして計算するや
り方と，後ろの２口をたし計算するやり方があ
り，児童にとってやりやすい方法がわかり，そ
の後の練習問題に取り組めるのではないかと考
えた。 
授業構想での協議によって，算数のおもしろ
さを児童に感じてもらうためには，これまでの
学習との関連や生活とのかかわりの視点が必要
な視点ということがわかった。そのため学習す
ることがこれまでの既習事項とつながっていた
り，特に低学年段階では具体的な生活のおこる
事象がイメージしやすかったりすることを意識
し授業展開を考えた。 
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指導にあたっては，例示する具体例を教科書
にあるビー玉ではなく，特別支援学級の前にあ
るビワの木の実の種を使って行うことにした。
これは２年１組の児童が，落ちていた種を拾っ
て集めていたことから，問題として馴染みやす
いと考え，具体例として扱うことにしたもので
ある。特別支援学級担任と通常学級担任がそれ
ぞれの学級で授業することを伝えて以降，教員
同士の各教室の行き来が増えたことで，児童が
それぞれのクラスへ顔を出すことも増えた。そ
のことからも，特別支援学級の児童がビワの種
を拾ったという問題文を設定し，児童同士の認
識が深まることも期待して，授業を行った。３
口のひっ算の計算の仕方については，問題文を
各児童が解いた後，その解き方について発表を
し，解き方の違いに気づくようにした。解き方
の違いを考えることで，計算が簡単になり，そ
の後の練習問題に取り組みやすくなると考えた。 
②「特支担－通常児型」の授業実践 
a.本時目標 
・３口の加法では，前の２口を先に足しても後
ろの 2 口を先に足しても答えは同じになるこ
とに気づく。 
ｂ.指導計画（全 13 時間：本時第二次第１時） 
第一次…２けたのたし算（７） 
第二次…３けたのたし算（２） 
第三次…たし算のきまり（２） 
第四次…れんしゅう（２） 
【学習展開】 
学習活動と内容 指導上の留意点（◆評価） 
１ 前時の学習を思い出して，確かめ問題をする。 
 ・45＋17＝ 
 ・50＋28＝ 
 ・９＋76＝ 
２ 本時の課題を知る。 
 
 
 
 ・32＋７＋３の式を書く。 
３ 32＋７＋３の問題の解き方について，発表する。 
 ・先に 32＋７をやると 39 になる。それから 39＋３をやる
と答えが 42 になる。 
 ・先に７＋３をすることもできるよ。それから 32 をたせ
ば 42 になる。 
 
 
 
４ 先に７＋３をするよさについて，考えて発表する。 
 ・1年生のまとまりの学習でしたよ。 
 ・７＋３すると 10 になるので計算がしやすい。 
 
５ 練習問題をする。 
 ①45＋18＋２＝ 
 ②58＋13＋27＝ 
 ③23＋68＋12＝ 
 ④37＋44＋６＝ 
６ 本時の学習について気付いたことを発表して，ふりかえ
りをする。 
 ・ぴったりの数にすると計算がしやすかった。 
○前時の学習をふりかえるために，たされる数とたす数を逆にし
て計算することを促す。 
○たされる数とたす数を逆にして計算することで，答えは変わら
ないことを確認する。 
 
 
 
 
 
○問題文を知ることで，たす数が２つあることに気付くことがで
きる。 
○32＋７を先にやるときには，（32＋７）＋３という書き方にな
ることを伝える。 
○先に７＋３する場合には，32＋（７＋３）となることを確認す
る。 
○計算の仕方について違いを考えることで，計算が簡単になるこ
とに気付くことができるようにする。 
○児童がぴったりの数にした方が簡単という発言を促すことで，
「いつ，そのような学習をしたのか」と発問し，既習した学習
を踏まえた学習であることに気付くようにする。 
◆３口の加法でも，どこからたし算をしても答えが同じになるこ
とがわかる。【理解】 
○1年生のときの学習を踏まえていることを確認することで，
ぴったりの数を使って計算できるようにする。 
◆ぴったりの数になる数から，計算することができている。【関
心・意欲】 
○書く時間をもち，気づいたことを整理して発表し，ふりかえり
をすることができるようにする。 
(3)授業提案後の協議とその成果 
 授業協議では，児童に対する手立てや支援を
中心に話し合いが行われた。授業の流れの中で
児童の様子を観察していくこととともに，学習
における個々のつまずきに教師がいかに気付き
手立てや支援を行うか，目標の整合性を踏まえ
ながら授業実践を行う必要性について検討を
行った。  
特別支援教育では，個の実態に合わせて学習
を進めていくため，個別の指導計画を作成し，
授業の中では個別の行動目標の達成をめざし，
授業が進められていく。東雲小学校の特別支援
びわのタネを 32 こひろいました。A くんが７こ，さらに B さんが３こひろいました。 
びわのタネは，ぜんぶで何こになったでしょうか。
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学級では，一斉授業を基本としつつ，課題の提
示や行う問題などは，個別に違うことが多い。  
例えばたし算の学習では，５までの数の計算
をしている児童もいれば 20 までの計算をして
いる児童がいる。また，予定のプリントを書く
ことに関しては，ひらがなをなぞって書く，ひ
らがなですべて書く，カタカナや漢字も使って
書くなど，細かい配慮や支援のもと学習が進め
られている。児童の実態に合わせた教材開発を
行い，また個々の実態よって目標を設定する必
要がある。その個々の目標に対して，児童のつ
まずきを把握し，手立てや支援が必要となる。  
 他方，通常学級では，ある程度決められた教
材と学習内容で，単元全体の目標と本時の授業
の目標を全員がいかに達成していくかというこ
とを，授業を行う上で検討しておくことが求め
られる。この同じ目標を全員が達成するために，
授業の流れの中で行う手立てや支援と児童に
よっての学力の違いがあることにも目を向け，
どのように目標を到達していくか，そのための
必要な支援や手立ては何か，検討しておく必要
がある。ここに特別支援教育と通常の教育の違
いが考えられる。  
しかしながら，授業を進めていく学習をする
のは児童であり，その授業をする授業者は，児
童の学習したいという願いに寄り添い，学習活
動における目標をいかに達成していくかという
ことについては，特別支援学級でも通常学級で
も変わらない。本時の目標は何か，そして，そ
のために必要な手立てや支援は何かということ
を考えて取り組むべきである。授業の最後まで
このことにこだわり続けることが重要という認
識を協議会でも確認することができた。  
このように授業を進めるにあたって，大事に  
すべきところは変わらないが，目標の設定の仕
方や，手立てや支援のやり方の違いを理解し，
そのよさや難しさを認識していくこと，さらに
はそれぞれの専門性を踏まえるための教員同士
の連携は，インクルーシブ教育の教員授業開発
研修の成果として示すことができた。  
また，東雲小学校では特別活動や行事を中心
に児童の共生関係を育んでいる。それを今回は
授業レベルまで取り入れ，実践することができ
た。特別支援学級の担任が通常の教育を理解す
る，また，通常学級の教員が特別支援教育を理
解するために，それぞれの学級の担任がお互い
の学級の行き来することとなった。このやりと
りから見えた児童の様子として，お互いの学級
に対して関心をもつきっかけとなり，児童が交
流をする場面も多く見られるようになった。授
業で作成したモールのおもちゃを見せ合う様子
であったり，毎日のように続くあいさつのやり
とりであったり，日ごろのかかわりをもつこと
ができるようになっている。今後は育まれた関
わりをより太くしていく必要がある。 
 
４．低学年部授業研による授業者の学び 
(1)通常学級担当教員の学び 
今回の授業では，目・耳・声・手を動かすこ
とをきっかけに活動への関心を引き出し，もの
づくりに挑戦したり，不思議な感動を覚えたり，
遊ぶことを楽しんだりしてほしいと考え，本題
材を設定した。興味関心の持ち方や，材料・用
具の扱い方に個人差があることが予想されたた
め，穴を開けたり，筒を丸めたり，モールを形
作ったりする作業で，一人一人に合った支援を
しようと考えて臨んだ。  
しかし，実際には６名の児童の活動を十分保
障できるものにはならなかった。本時の目標は
「紙コップに筒を付けたりモールでへびのよう
な形を作ったりすることができる」であった。
モールがしっかりと回ってこそ，不思議さや喜
びが感動となり，児童一人一人が活動の達成感
を味わうことができ，本時の目標達成となる。  
例えば，うまく回らなかった④児に対する，
教師の支援が足りなかった。④児の指に巻いて
あげて教師が一緒に作ることも必要であったが，
どこまで支援すれよいか判断に迷った。児童の
実態については，特別支援学級の担任と確認し
たり，実際に授業をみたりして把握はしていた
ものの，想定していたものとは異なった。  
他方，声を出して遊ぶおもちゃに興味をもっ
て楽しんでいる児童もいた。声を出すことで，
モールが少し動いたり，激しく動いたり，モー
ルの形によって動き方が違ったりすることにつ
いておもしろさを感じていた。授業後にもおも
ちゃを見て他の学級の児童がやっていたり，作
成した指導がお手本を見せたりして，かかわり
合う姿が見られた。先に述べたように授業の中
でもおもちゃづくりがうまくできたが，その児
童のおもちゃの共有できる場があれば，うまく
つくることができていない児童にも，その楽し
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さが伝わり，活発な学習となる可能性があった。 
しかしながら授業の中では作品づくりに戸
惑っている児童に対して，かかわりが集中した。
個別に対応することの必要性を意識するあまり，
全体を見渡すことがあいまいとなった。モール
が動いたり，回ったりすることが今回の授業で
言えば，活動の達成感や喜びにつながるもので
あった。後半に一人ずつ披露する時間を設定し，
うまく回る形をイメージしやすいものにすれば，
モールをうまく形作れなかった児童にとっても，
アドバイスをもらったり，やりたいという意欲
につながったりすることができたと考えられた。 
 
(2)特別支援学級担当教員の学び 
 授業実践を行う段階から，児童の実態の重要
性を考慮し，学級担任から情報を得たり，前時
の様子を伺ったりすることなど観察を行った。
授業についても低学年段階を考慮して，身近な
事象から問題文を作り，取り組むことができる
ようにした。授業に取り組んだ結果，ほとんど
の児童が目標に到達していたことをワークシー
トの記述からも確認することができた。  
他方，授業の目標に到達したとは言えない児
童が数名いた。児童とのやりとりからわかった
ことは，たす順番が前の２口でも後の２口でも，
どちらの解き方であっても考えにくいというこ
とであった。授業の中ですべてを理解できるま
でには至らず，つまずきを見取ることができず，
必要な支援をすることができなった。本時の目
標に対して，つまずく児童の実態を把握し，目
標を達成するための手立てを細かく検討してい
く必要があった。そのためには，日ごろの児童
の観察やかかわりが重要であった。  
 通常学級で授業を行う場合，本時の目標につ
いて達成していくことが重要になる。しかしな
がら先に述べたように，目標の到達に向けて個
別に対応が求められる場合もある。クラス全体
を見たときに，児童が課題に対して疑問をもち，
思考しながら活動していたかという点では，疑
問が残る。教師が授業後半で求める解答を前半
である程度理解している様子も伺うことができ
た。そのことからも課題設定には，クラスの学
力によってそのバランスを考えていく必要があ
ると感じた。授業の中で児童にとってやりがい
があり，学習に対して達成感をもつことができ
るようにするためには，児童の思考の流れに
よって，授業の展開を考えていく必要があった。 
今回の授業を実践するにあたって，算数にお
ける授業のポイントは既習したこと（１年生の
ときに学習したぴったりの数を使って計算でき
ること）を想起して学習における気づきとなる
ことを想定していたが，授業の流れの中で結び
つけることができず，その難しさを痛感した。
過去に既習したことの児童の想起が教師の想定
していたものとズレがあり，ぴったりの数にす
ればやりやすいということが，共通の認識とは
ならなかったことが課題となった。  
 
５ おわりに 
本研究では，教育のグローバル化や共生社会
の実現に向け，教育現場における子どもたちの
個別教育ニーズに対応するための教員研修に着
目し，教員間の共生関係や教師の力量形成につ
ながるインクルーシブ教育研修方法を検討した。
本研究の成果として以下の３つを挙げる。  
第１に低学年段階における異学級編成児童に
よる「通常担－特支児型」と「特支担－通常時
型」の授業を教員の行き来した実践から，双方
の違いに気づき，その実践から知見が得られた
点である。  
第１段階である「異学級集団に対する授業開
発研修」の実施を「通常担－特支児型」と「特
支担－通常児型」の授業の実践を同時期に行う
ことで，それぞれの教員が連携しつつ授業づく
りに取り組み，実践することから，必然的にお
互いの連携が起こり，互いの専門性を生かし学
べる建設的な授業開発研修となり得ることがで
きた。授業を実践する段階で，児童の実態につ
いて把握は行ったものの，少人数で行う特別支
援学級の実態の差と，大人数で行う通常学級の
実態の差はどちらにおいても幅があるが，学級
編成の特性からも実態の差における質は違う。  
特別支援学級で言えば，児童の障害の特性か
ら個々によって理解の仕方や見通しのもち方，
達成する目標も異なる。そのために必要な個別
の手立てや支援を想定し，授業の中で行う必要
がある。  
他方，通常学級で言えば，授業の流れの中で，
学習に対するつまずきを見取りその状況に応じ
て，適宜指導していく必要がある。児童の実態
を把握することについても見方は異なる部分も
多いことがわかった。  
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第２に特別支援学級における教科の専門性を
踏まえた児童支援の必要性である。  
今回の算数科の授業で言えば，これまで既習
したことを生かして本時の学習に反映していく
ことで，算数の面白さに気づかせていくことが
必要であった。特別支援教育においても，学習
したこと，日常生活に反映されたり，次時の学
習に生かされたりするかという視点で教育活動
を構成できるように意識していく必要があるこ
とはこれまでも言われてきた。  
特別支援学校の学習指導要領によると，知的
障害のある児童生徒の学習上の特性に学習に
よって得た知識や技能が断片的になりやすく，
実際の生活の場で応用されにくいことが挙げら
れている２）。そのことからも「教科・領域を合
わせた指導」を教育課程の中に位置づけ，具体
的・実際的な内容を取り扱うこととなっている。
生活単元学習では，単元と単元とのつながりを
重視する視点もあるが，教科の指導とのつなが
りはどうか，領域の指導とのつながりはどうか
など，教育活動全体を通じて吟味していく必要
があることを感じた。学校生活の学習のつなが
りを幅広い視点で見ていくことが求められる。  
第３に教師同士の具体的な連携が児童相互の
関わりを生じさせ深める手立てとなる点である。 
授業の実践にあたって，特別支援学級と通所
学級の教員が授業づくりを行う過程で，授業の
様子を見たり，実態把握を行ったりするために，
お互いの教員が各教室を行き来した。このこと
は，通常学級の児童が特別支援学級の教員や児
童を意識したり，特別支援学級の児童が通常学
級の教員や児童を意識したりすることにもつな
がり，学級の枠を超えて意識し合える集団づく
りにも有効である。  
インクルーシブ教育研修は教師の共生関係を
育むことをねらって取り組みを始めたが，最終
的には将来の社会を担う児童に共生社会での多
様な価値観を認め合うことができるようにして
いくことが大切である。児童の変容についても
記録の蓄積を行いつつ，インクルーシブ教員研
修に反映させながら，今後も継続して行ってい
く必要がある。  
実際の経験から得られた知見はあるものの，
肌で感じた難しさは簡単にはできるものではな
く，今後の経験とさらなるチャレンジが必要で
あることがわかった。インクルーシブ教育研修
として，校内研修として位置づけ，さらなる取
り組みが必要である。  
今後は，これまでの取り組みを第２段階，第
３段階へとつなげ，第２段階での授業開発と実
践協議を行い教員の意識変容との違いを明らか
にし，研修課程の有効性を示していきたい。  
また，今回は学年団での取り組みとなったこ
とから，学校全体で行うための研修にしていき，
協議できるようにしていきたい。今後も研修課
程モデルの吟味・検討を続けていく。  
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